
プレイリーダーをめざす保育者が集まり、遊びの楽しさや楽しい気持ちの引き出し方などを体験します。
● 指導者向け研修会（北海道標津郡標津町／山梨県南アルプス市）

プレイリーダーからのメッセージ
プレイリーダーは遊びをリードするガキ大将みたいな存在です。何かを行わせるのではなく、子供をおもしろおかしい世
界に誘ってあげるためにはどうすればいいかということに技術を注ぎましょう。そのための第一歩はまず、自分が楽しい
と思うことです。

遊びの例：
１）おばけ役を数人、決めておきます。
２）全員、目をつぶって両手を胸の前で立てながらゆっくり歩

き、誰かと接触したら、手をゆっくりと上に上げます。
３）おばけ役の人は「ギャー！」と叫び、叫ばれた人もおばけ

になって次の獲物を探します。

おばけゲーム

遊びの例：
１）２人１組になり、向かい合って手を合わせ、その

位置をよく覚えます。
２）目をつぶり、その場で５歩で一回転回ります。お互

いの手がうまく合えば成功。

歩 いて５歩

（物や順番の取り合いにならないための遊び）
遊びの例：
１）４種類ほどのポーズを決めておきます。（例：頭上

で手を叩く・額の前で両手 V サイン・手を十字に
クロス・両手を高く上げる）

２）プレイリーダーの合図に合わせて好きなポーズを
とります。

３）プレイリーダーと同じポーズが２回とれた人から
取りに行くことができます。

ビームシュワッチ

遊びの例：
１）しゃきしゃきと大きく手を振りながら、さまざま

な方向へ歩きます。
２）わざと他の人の方へ近づいていき、ぶつかりそうに

なった瞬間、シャッとよけます。

ぐちゃぐちゃ歩き

ポイント：
しゃきしゃき歩いて、シャッとよける。その
瞬間に体のチャンネルが変わることを意識し
てみましょう。
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作り方の例：
１）新聞紙を細長く巻いてやりの形にし、先にアルミホイルを

付けます。
２）別の新聞紙をループ状に丸め、アルミホイルを巻きます。
遊びの例：
・２人１組になり、１人が投げたループを、もう１人がやり

で受け止めます。
・２人１組になり、１人が空中に投げ上げたループに向かっ

てやりを投げ、輪に通します。
・お互いにループを投げ合い、キャッチします。

新聞紙とアルミホイルで作る遊具での遊び

ポイント：
「こう作る」「こう遊ぶ」ではなく、「○○くんだったら
なに作る？」「どうやって遊ぶ？」という子供の自主
性と独創性を大切にしましょう。
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遊びの例：
2 人 1 組になり、「お寺の和尚さん」をジャンプしながら歌い、

「芽が出て」で両目を横に引っ張り、「ふくらんで」でほっぺ
たを膨らまし、「花が咲いたら」で鼻と鼻をくっつけ、「じゃ
んけんぽん」で足じゃんけんをします。

歌遊びから全身運動への発展

45 46研修会・学習会等を通じてプレイリーダーを育てる取組事例研修会・学習会等を通じてプレイリーダーを育てる取組事例

遊びの例：
子供がイメージしやすいように、ネコ、イヌ、ゾウ、ウサギ
などの身近な動物や乗り物などのまねをして遊びます。

まねっこ遊び

事前の準備：遊びの前に紅組と白組に分け、紅組は
赤玉、白組は白玉を使用します。
遊びの例：
・集会用のテントの屋根に向かって、玉入れのボール

を投げます。紅組と白組、どちらが多く屋根に乗せ
られるかを競います。

・マットの両サイドにひもを付け、保育者２人が持っ
て動きます。子供はマットに向かってボールを投げ
ます。紅組と白組、どちらが多くマットに乗せられ
るかを競います。

玉入れのボール遊び

ビニール袋を使った遊び

事前の準備：傘を入れるビニール袋の先を三角に折り、ガ
ムテープでとめておきます。
遊びの例：
１）自分のビニール袋に息を吹き込んで膨らませます。保育者

は端を結んでとめます。
２）投げて遊びます。
３）友達と投げたり取ったりしてみましょう。

ビニール袋やり投げ

事前の準備：レジ袋に新聞紙を４枚くらい詰めてボール型
にします。
遊びの例：
１）円を書き、中の子供は外から投げられるボールに当たらな

いように逃げます。
２）当てられた子供は外に出ます。当てた子供は中に戻り

ます。

ビニール袋ドッジボール

ポイント：
最初から「ネコのまね」、「はしご車のまね」と
言うのではなく、「耳が立っていて、ひげが生
えているものなんだ？」とか、「赤くて、長く伸
びるものなんだ？」というように子供にイメー
ジをさせながらまねっこをするといいでしょう。
また、状況をイメージして「おいしいニンジン
畑までウサギさんで跳んでいこう！」というと
より動きを引き出すことができます。
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研修会で学んだことを活かして保育者がプレイリーダーとなり、遊びの実践を行い、
振り返りを通じてプレイリーダーとしての向上を目指します。

● 遊びの実践学習会（山梨県南アルプス市立巨摩保育所）

保育者の声
・プレイリーダーをやってみることで、もっと自分に知識と楽しむ心がないと子供に遊びを提供できないんだなと感じる

ことができました。
・今日はボールだったんですが、子供をどうやってその遊びにひきこめるかというところで、ボールに行き着くまでの段

階をすごく考えるようになりました。
・子供の側に立って考えを予想すると、だいたい子供は喜んで遊んでくれるので、自分がワクワクすることを見つけるよ

うにしています。


